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平 成 ２ １ 年 ４ 月 １ ５ 日

各  位 

 

 
株主優待制度の中止に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、下記のとおり、現行の株主優待制度を中止することを決議いたし

ましたので、お知らせいたします。また、今後の優待制度の内容につきましては、現在検討中であり、決定しだ

い公表させていただく予定であります。 

 

記 
 
１．株主優待制度中止の理由 

   当社は、毎年４月３０日現在及び１０月３１日現在の株主名簿及び実質株主名簿に記載または記録され 

た株主様に対し、【ご参考】に記載の贈呈基準に応じた株主優待品（全国共通ギフトカード）を年２回、謹呈 

してまいりました。 

   しかしながら、平成２０年４月期には、当期純損失を計上し、また、平成２１年３月１３日に公表いたしました

「特別損失の発生及び業績予想の修正並びに事業再生計画に関するお知らせ」、「平成２１年４月期 第３

四半期決算短信（非連結）」及び「平成 21 年４月期 配当予想の修正に関するお知らせ」のとおり、平成 21

年４月期の期末におきましても、当期純損失を計上せざるを得ない見通しであり、期末配当も無配となる見

通しであります。 

現在、当社は、平成２２年４月期経常黒字の絶対死守に向けた「事業再生計画」を実行しており、抜本的

対策と改善・改革を行っております。 

平成２２年４月期に向けた主な抜本的対策及び改善策につきましては、次のとおりであります。 

・基本方針として 

 1）お客様にご愛顧いただける企業コンセプトとブランドイメージの再構築による売上高向上の実現 

 2）財務面を中心とするスリムで筋肉質な企業への体質改善 

・具体的施策として 

 1）売上高向上施策 

   従来の当社のコンセプトをより明確にブランディングの再構築を行い、特に眼鏡のコンサルティング販売 

に注力し、販売客数増及び販売単価アップを図ってまいります。 
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2）売上総利益率の改善 

    コンタクト販売の売上高を維持しつつ、原点である眼鏡販売に軸足を置き、売上構成比を７０％に引き 

上げてまいります。 

3）固定費の削減 

    販売費、人件費、管理費等の大幅な見直しを行い、年間６４．２％を実現します。 

4）資産圧縮による財務面の改善 

     店舗滞留品の引き上げや効率的な在庫運用により、棚卸資産の圧縮と回転率の向上に努めます。 

5）有利子負債の圧縮 

     借入金依存度４０％以下を経営指標とし、有利子負債の大幅な圧縮を図ります。 

6）社内体制の再構築 

社内体制の再構築を行い、意思決定の迅速化とコンプライアンスの向上を図ります。 

 

以上、金融機関・投資家・株主の皆様にご安心いただける強固な経営体質を実現し、お客様に支持され、

ご愛顧いただける企業となるべく「事業再生計画」を実行し、黒字化に向けた改善策を推進しておりますが、今 

般の状況を鑑み、誠に遺憾ではございますが現行の株主優待制度を中止させていただくことといたしました。 

株主の皆様には多大なご迷惑をおかけいたしますが、ご理解賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げま

す。 

  

２．株主優待制度の中止の時期  

   平成２１年４月３０日現在の株主名簿及び実質株主名簿に記載または記録された株主様に対して、株主 

優待制度を中止させていただきます。 

 

３．その他 

来期以降の新たな優待制度につきまして現在、検討中であり、決定しだい公表させていただきます。 

 

 

【ご参考】 

中止する現行の株主優待制度の贈呈基準と内容 

所 有 株 式 数 優  待  内  容 

① 100 株以上 500 株未満 1,000 円の全国共通ギフトカードを贈呈する。 

② 500 株以上 1,000 株未満 3,000 円の全国共通ギフトカードを贈呈する。 

③ 1,000 株以上 10,000 株未満 5,000 円の全国共通ギフトカードを贈呈する。 

④ 10,000 株以上 10,000 円の全国共通ギフトカードを贈呈する。 

 

以 上 

 


